
墨
の
痕
跡
は
み
と
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
で
き
な
い
。
木
簡
の
形
状
は
、
既

報
告
の
兵
庫
県
多
紀
郡
丹
南
町
初
田
館
跡
の
鎌
倉
時
代
井
戸
出
上
の
呪
符
木
簡

四
点
と
似
て
お
り
、
お
そ
ら
く
井
戸
を
埋
め
る
際
の
呪
符
木
簡
と
推
測
す
る
。

な
お
、
木
簡
出
上
の
瓦
積
井
戸
は
、
法
隆
寺
大
宝
蔵
殿
西
側
広
場
井
戸
Ｓ
Ｅ

四
八
五
三
や
法
隆
寺
東
院
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
五
〇
九
の
鎌
倉
時
代
井
戸
と
似
て
お
り
、

東
院
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
五
〇
九
は
瓦
が

一
二
〇
段
以
上
積
ま
れ
、
深
さ
も
四

・
一

ｍ
以
上
と
さ
れ
、
形
状
は
方
形
で
あ
る
点
を
除
く
と
、
類
似
す
る
井
戸
で
あ
る
。

吉
田
南
遺
跡
の
積
み
上
げ
ら
れ
た
瓦
は
、
吉
田
南
遺
跡
で
は
屋
瓦
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
平
安
時
代
終
末

。
鎌
倉
時
代
初
頭
の
瓦
が
、

何
故
、
井
戸
に
転
用
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
あ
る

一
定
期
間
、
数

多
く
の
瓦
が
近
く
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
明
石
郡
衝
が
衰
退

し
て
い
た
と
し
て
も
、
播
磨
国
司
の
東
寺
再
建
に
か
か
わ
る
造
瓦
の
力
を
認
め

る
に
お
い
て
、
東
播
系
瓦
の
京

へ
の
積
み
出
し
、
管
理
の
拠
点
と
し
て
吉
田
南

遺
跡
が
関
与
し
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

木
簡
学
会

『
木
簡
研
究
』
創
刊
号

（
一
九
七
九
年
）

同

『
木
簡
研
究
』
第
九
号

（
一
九
八
七
年
）

（岡
崎
正
雄
）

1988年出上の木簡

(竜野・上郡)

丘驚

。
小
犬
丸
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
龍
野
市
揖
西
町
小
犬
丸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
一
月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
下
史
朗

・
山
上
雅
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
駅
家
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
犬
丸
遺
跡
は
、
早
く
か
ら
古
瓦
の
出
土
地
と
し
て
知
ら
れ
、
昭
和
初
期
に

は
小
犬
丸
廃
寺
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
な
っ
て
今
里

――出
箪

叢
礫
〒
竹

気
こ下
＝
ｆ
型
，
　
ァ
、
　

幾
次

・
高
橋
美
久
二
氏
ら
の
研

究
に
よ
り
、
『
延
喜
式
』
に
み

え
る
布
勢
駅
家
跡
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
八
三
年
度
に
至

っ
て
、

遺
跡
の
中
央
部
を
横
切
る
県
道

姫
路

・
上
郡
線
の
拡
幅
工
事
に

際
し
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

築
地
塀
に
囲
ま
れ
た
複
数
の
瓦



葺
建
物
が
発
見
さ
れ
、
駅
館
の
協
殿
と
推
定
さ
れ
る
な
ど
、
具
体
的
な
遺
跡
の

内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
犬
九
遺
跡
が
布
勢
駅
家
で
あ
る
こ
と

を
裏
付
け
る
決
定
的
な
証
拠
は
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
八
五
年
度
に
、
県
道
竜
野

。
相
生
線
の
バ
イ
パ
ス
エ
事
に
先
行
し
て
、

遺
跡
の
中
心
部
か
ら
東

へ
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
地
点
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
下
記
の
墨

書
土
器
と
と
も
に
、
今
回
報
告
す
る

「布
勢
駅
」
の
名
を
記
し
た
木
簡
が
出
土

し
、
小
犬
丸
遺
跡
が
布
勢
駅
家
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
証
拠
が
得
ら
れ
た
わ
け

で
あ
る
。

調
査
地
点
は
、
東
方
の
峠
に
向
か
っ
て
谷
幅
が
狭
ま
り
、
山
脚
が
谷
に
迫

っ

た
傾
斜
変
換
点
に
あ
た
る
。

検
出
さ
れ
た
遺
構
に
は
、
山
側
を
幅
六
Ｏ

ｃｍ
、
深
さ
三
〇

硼
前
後
の
溝
で
区

画
さ
れ
た
幅
お
よ
そ
七
ｍ
の
平
坦
面
や
井
戸
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
平
坦
面
は
幅

が

一
定
し
、
調
査
区
外
に
も
そ
の
痕
跡
を
留
め
る
と
こ
ろ
か
ら
道
路
遺
構
で
あ

る
可
能
性
が
高
く
、
し
か
も
そ
の
位
置
と
年
代
か
ら
、
古
代
出
陽
道
で
あ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
坦
面
に
は
道
路
遺
構
と
は
向
き
を
違
え
た
雨
落
溝
を
と
も
な
う
掘

立
柱
建
物
跡
が
あ
り
、　
一
一
世
紀
頃
の
年
代
が
与
え
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
は
道

路
が
廃
絶
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

井
戸
は
、
平
坦
面
か
ら
湿
地
帯
に
向
け
て
六
ｍ
程
下
っ
た
所
に
あ
り
、　
一
辺

八
〇

ｃｍ
の
方
形
の
木
組
の
井
戸
枠
の
周
り
二
ｍ
四
方
を
方
形
の
石
組
み
で
囲
ん

で
い
る
。
埋
土
か
ら
は

一
〇
世
紀
代
の
上
器
が
出
土
し
て
い
て
、
駅
家
の
中
で

も
重
要
な
丼
戸
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

井
戸
の
周
辺
の
包
含
層
か
ら
は
、
食
器
類
を
中
心
と
し
た
須
恵
器

・
土
師
器

や
木
製
容
器
な
ど
多
数
の
生
活
用
具
類
と
と
も
に
、
馬
形
や
斎
串
な
ど
の
祭
祀

具
や
、　
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。　
墨
書
土
器
に
は
、

「駅
」

「布
勢
井
辺

家
」
「布
勢
□
」
「布
世
井

マ
」
な
ど
布
勢
駅
家
に
関
係
し
た
も
の
が
あ
り
、
遺

跡
の
性
格
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
、
こ
れ
ら
の
遺
物
と
同
様
に
包

含
層
か
ら
出
上
し
た
も
の
で
、
八
ｉ
九
世
紀
の
年
代
が
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
布
勢
駅
戸
主
□
部
乙
公
戸
参
拾
人
　
大

〔
女
廿
如

給
穀
陸

ｘ

□
□
女
□
□
Ｃ
中じ
×
含
∞）
×
卜
　
Φ驚

〔為
力
〕

〔疋
力
〕

□
五
百
□

②
　
「〔即
酔郎
□〔酔
臣
百己醍
ヵ〕
【即
酢
酔郎

∫
”瑞
耐
□〔酔
〆
百【鴫
〕

（中ト
ト
）
Ｘ
（ω
枷
）
×
ｍ
　
Φ∞
ド

③

　

「
右
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（褪
∀
奪
∀
卜
霞

ω
は
布
勢
駅
家
の
戸
主
で
あ
る
□
部
乙
公
の
戸
三
〇
人
に
対
し
、
穀
を
六
□

（斗
・
石
な
ど
の
単
位
）
支
給
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
鬼
頭
清
明
（現
東
洋
大
学
▼

綾
村
宏

・
寺
崎
保
広
の
各
氏
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献



1988年出上の木簡

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
小
犬
丸
遺
跡
Ｉ
』
盆

九
八
七
年
）

同

『
小
犬
丸
遺
跡
Ｉ
』
全

九
八
九
年
）

（山
下
史
朗
）

兵
庫
・柄
餅
賄
競
蘇
叫
（武
家
屋
敷
跡
）

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
姫
路
市
本
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
九
月
を

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
姫
路
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
本
博
利

。
秋
枝
　
芳

遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

遺
跡
及
び
木
衡
出
土
遺
構
の
概
要

元
弘
三
年

（
〓
一一≡
じ
、
赤
松
則
村
が
姫
山
に
城
塞
を
築
い
た
こ
と
が
姫
路

城
の
始
ま
り
と
い
う
。
慶
長
五
年

（
三
ハ
○
○
）、
関
ケ
原
の
戦
の
功
で
池
田
輝

政
が
三
河
国
吉
田
城
よ
り
播
磨

に
入
部
し
、
同
六
年
よ
り
内
曲

輪

。
中
曲
輪
お
よ
び
外
曲
輪
の

整
備
に
取
り
掛
か
り
、
羽
柴
秀

吉
が
築
城
し
た
姫
路
城
の
大
改

築
を
行
な
い
、
同

一
四
年
に
大

天
守
閣
を
含
む
建
物
群
が
竣
工

し
た
。
元
和
二
年

（
三
全

六
）

に
池
田
氏
は
因
暗

へ
転
討
さ
れ
、

7654321

(姫路・龍野)


